
ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

二
一

『
人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集
』
十
号
、
二
一－

三
九
頁

か
つ
て
「
ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌
」（
本
學
人
文
學
部
紀
要

『
人
文
學
科
論
集
』
四
五
號
、
二
〇
〇
六
年
三
月
）
を
報
告
し
た
。
こ
れ
は
二

〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
四
年
の
調
査
に
よ
っ
た
が
、
時
閒
不
足
で
約
半
數
の
書
は

調
査
を
割
愛
し
た
。
そ
れ
ら
割
愛
書
に
つ
い
て
も
二
〇
〇
九
年
八
月
三
日
〜
同

年
九
月
二
四
日
と
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
五
日
の
再
調
査
で
書
誌
デ
ー
タ
を
ほ

ぼ
網
羅
で
き
た
の
で
、「
補
遺
」
と
し
て
追
加
報
告
す
る
。

前
報
の
二
〇
〇
四
年
段
階
で
は
圖
書
館
入
り
口
横
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
買
う
閲

覽
申
請
用
紙
が
一
〇
枚
五
〇
〇
ド
ン
と
記
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
一
〇
枚

一
〇
〇
〇
ド
ン
（
約
五
・
五
円
）
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
古
典
籍
藏
書
の
カ
ー

ド
ケ
ー
ス
が
一
階
左
側
に
あ
る
と
記
し
た
が
、
二
〇
〇
九
年
に
は
二
階
古
籍
閲

覽
室
の
カ
ウ
ン
タ
ー
左
に
あ
る
古
籍
配
架
室
內
の
窗
側
に
移
動
さ
れ
て
い
た
。

今
回
は
配
架
室
で
架
藏
狀
態
を
見
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
古
籍

は
各
册
每
にR

.1

か
ら
始
ま
る
通
し
の
架
藏
番
號
が
與
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
は
番
號
順
に
一
〇
册
前
後
が
一
函
に
收
め
ら
れ
（
寫
眞
）、
各
函
に
も

通
し
番
號
が
與
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
一
函
か
ら
二
二
八
函
（R

.2059

〜

R
.2070

）
ま
で
は
函
番
號
を
墨
書
し
、
二
二
九
函
（R

.2191

〜R
.2198

）
か
ら

末
尾
の
三
〇
九
函
（
〜R

.3664

）
ま
で
の
函
番
號
は
墨
書
を
消
し
た
上
に
青
マ

ジ
ッ
ク
で
書
い
て
あ
っ
た
。
つ
ま
りR

.2071

〜R
.2190

ま
で
の
一
二
〇
册
が
函

ご
と
ど
こ
か
に
移
動
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以
下
の
函
に
新
た
に
青
マ
ジ
ッ
ク
で

二
二
九
〜
三
〇
九
の
番
號
を
記
入
し
直
し
て
い
る
。
こ
れ
で
申
請
し
て
も
出
て

こ
な
い
書
が
あ
る
理
由
の
一
部
を
理
解
で
き
た
。
ま
た
現
所
藏
の
古
籍
數
は
番

號
か
ら
す
る
と
、
末
尾
のR

.3664

よ
り
一
二
〇
少
な
い
三
五
四
四
册
と
な
る
だ

ろ
う
。
な
お
再
調
査
し
た
書
の
一
部
に
は
、
新
た
に
裝
訂
さ
れ
、
新
製
の
紙

ケ
ー
ス
に
收
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
の
で
、
藏
書
は
徐
々
に
補
修
さ
れ
て
い

る
ら
し
い
。
以
前
調
査
し
た
書
が
今
回
見
あ
た
ら
な
い
場
合
も
あ
っ
た
の
は
、

こ
う
し
た
理
由
か
も
し
れ
な
い
。

當
圖
書
館
の
古
籍
に
つ
い
て
はN

G
O

 D
U

C
 T

H
O

主
編
『
越
南
國
家
圖
書

館
所
收
藏
漢
喃
文
古
籍
書
目
（T

hu M
uc Sach H

an N
om

 O
 T

hu V
ien Q

uoc 

G
ia

）』（
試
作
本
、
二
〇
〇
五
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
て
一
部
の
デ
ー
タ
を
補
足
・

修
正
し
た
。
し
か
し
當
書
目
の
著
錄
書
は
七
九
五
點
の
み
で
、
中
に
は
書
名

の
み
の
著
錄
や
、
重
複
し
て
載
る
書
も
あ
る
。
ま
たL

Â
M

 G
iang

主
編
『T

ÌM
 

H
I Ể

U
 T

H
Ư

 T ỊC
H

 Y
 D
Ư
Ợ

C
 C
Ổ

 T
R

U
Y
Ề

N
 V

I Ệ
T

 N
A

M

（
ベ
ト
ナ
ム
傳
統

醫
藥
書
籍
考
）』（N

hà xu ất b ản K
hoa h ọc xã h ội, H

anoi, 2009

）
の
附
錄

に
も
當
圖
書
館
の
古
醫
籍
が
載
り
、
書
名
・
架
藏
番
號
・
頁
數
・
書
高
幅
を
記

す
の
で
、
こ
れ
に
て
一
部
デ
ー
タ
を
補
足
し
た
。

今
回
の
報
告
も
古
醫
籍
の
分
類
と
書
誌
デ
ー
タ
の
內
容
・
書
式
は
前
報
に

ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
�
一
�

眞　
　

柳　
　
　
　
　
　
　

誠
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眞
柳　
　

誠 

二
二

從
っ
た
。
詳
細
は
前
報
の
凡
例
を
參
照
さ
れ
た
い
。

http://m
ayanagi.hum

.ibaraki.ac.jp/paper01 /nlv.htm
l

http://ir.lib.ibaraki.ac.jp/bitstream
/10109 /490 /1 /200700395 .pdf

本
調
査
に
あ
た
り
多
く
の
古
典
籍
原
本
を
閲
覽
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ベ
ト
ナ

ム
國
家
圖
書
館
、
お
よ
び
館
員
諸
氏
の
ご
厚
意
に
深
甚
の
謝
意
を
申
し
上
げ

る
。 

�
診
法
�

R
.620

�
究
息
脈
�

寫
本
一
册
三
二
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
五
・
七
×
幅
一
六
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
記
な
し
。
無
記

年
・
無
記
名
の
「
究
息
脈
」
と
題
す
る
序
に
、「
脈
者
…
察
其
流
…
叔
和
・
東

垣
・
楊
其
浚
…
尤
善
于
太
素
者
僧
智
緣
、
精
于
太
素
者
張
子
發
…
不
足
以
語

此
也
」
を
記
す
。
以
下
本
文
は
內
題
な
く
、
診
脈
・
脈
名
・
脈
辨
凡
八
條
・
保

元
玄
妙
賦
・
憑
脈
用
藥
・
得
妻
脈
・
眞
臟
脈
・
七
怪
詩
・
十
二
月
司
天
在
泉

歌
、
お
よ
び
二
七
脈
の
六
八
體
歌
、
太
素
脈
論
・
太
素
通
玄
賦
（
彭
用
光
著
新

訂
）・
吉
凶
脈
詩
・
七
表
脈
吉
凶
の
各
篇
あ
り
。
歌
賦
を
含
め
漢
文
の
書
。
跋
・

識
語
な
し
。
料
紙
は
中
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無

邊
、
無
魚
尾
。
下
部
に
葉
次
を
記
入
す
る
。
每
半
葉
八
行
・
行
二
二
字
。
四
周

雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に

朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
わ
ず
か
に
破
損
。

脈
論
・
脈
訣
の
書
。
筆
寫
は
一
九
世
紀
か
。

R
.645

�
脈
部
位
解
�

寫
本
一
册
四
六
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
一
九
・
九
×
幅
一
四
・
三
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
記
な
し
。
書
頭
を
缺

き
、
序
・
目
錄
な
し
。
本
文
首
に
「
又
脈
部
位
解
」
と
題
し
、
以
下
は
漢
文
で

脈
診
の
總
論
、
次
に
六
部
脈
主
病
詩
・
脈
訣
賦
あ
り
。「
又
新
刊
脈
訣
」
で
は
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

二
三

目
次
・
二
七
脈
以
下
に
漢
喃
文
の
序
あ
っ
て
、
脈
訣
諸
詩
を
國
語
で
述
べ
る
と

記
し
、
末
尾
に
「
喃
哪
共
沛
達
成
篇
」
と
題
す
。
第
一
九
葉
か
ら
漢
文
で
脈
部

位
・
四
脈
狀
詩
・
有
力
無
力
辨
・
主
脈
十
六
部
（
詩
）
の
各
篇
、
第
二
六
葉
よ

り
方
位
部
位
圖
あ
り
。
第
二
九
葉
よ
り
太
素
脈
論
・
太
素
玄
通
賦
・
吉
凶
脈

詩
・
七
表
脈
吉
凶
詩
・
八
裏
吉
凶
脈
詩
・
貴
格
脈
・
賤
格
肝
（
マ
マ
、
脈
）・

人
身
賦
・
七
死
圖
歌
訣
・
病
機
捷
法
（
以
下
缺
）
の
各
篇
あ
り
、
漢
文
と
漢
喃

文
の
混
合
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
や
や
黃
變
す

る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
下
部
に
葉
次
を
鉛
筆
記
入
。
每
半
葉
九
行
・
行

約
一
七
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家

圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
・
破

損
な
し
。

脈
論
・
脈
訣
の
書
。
四
時
を
四
辰
に
記
す
。
こ
れ
は
阮
朝
・
翼
宗
の
嗣
德
年

閒
（
一
八
四
八
〜
八
三
）
の
「
嗣
」
が
「
時
」
と
音
通
す
る
た
め
の
避
諱
。
古

び
か
ら
も
一
九
世
紀
の
筆
寫
。

R
.647

�
脈
法
祕
傳
�

寫
本
一
册
六
〇
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、
書

高
二
七
・
五
×
幅
一
五
・
〇
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
記
な
し
。
序
・
目
錄
な

し
。
書
頭
に
「
脈
法
祕
傳
」
と
題
し
、
以
下
本
文
は
診
脈
有
七
法
・
臟
腑
定
位
・

六
部
應
六
腑
…
三
部
主
病
…
七
表
八
裏
九
道
の
脈
訣
…
大
衍
叔
和
脈
歌
・
傷

寒
脈
法
・
雜
病
脈
法
…
死
脈
無
總
疑
訣
・
論
四
辰
五
行
相
剋
脈
・
四
時
平
脈

…
吉
凶
脈
詩
・
七
表
脈
吉
凶
・
八
裏
脈
吉
凶
…
貴
格
脈
・
賤
格
脈
・
憑
脈
用

藥
・
國
語
脈
訣
な
ど
の
諸
篇
か
ら
な
る
。
漢
文
と
漢
喃
文
の
書
。
跋
・
識
語
な

し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
一
部
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚

尾
。
下
部
に
葉
次
を
鉛
筆
記
入
。
每
半
葉
七
行
・
行
約
二
六
字
、
小
字
雙
行
。

四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全

書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
等
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
や
や
破
損
と
版
心
切

れ
。脈

論
・
脈
訣
の
書
。
四
辰
と
も
四
時
と
も
記
す
の
で
一
九
世
紀
〜
二
〇
世
紀

の
筆
寫
。

R
.673

�
洪
錦
居
士
著
�
脈
訣
輯
要
�

當
番
號
で
見
つ
か
ら
ず
、
ベ
ト
ナ
ム
人
の
數
字
筆
寫
で673

と
紛
ら
わ
し
い

693

・675

・613

・615

で
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

R
.1698

�
二
十
七
脈
體

歌
�

當
番
號
で
見
つ
か
ら
ず
、
配
架
室
で
確
認
す
る
とR

.1698

を
收
め
る
一
八
九

函
自
體
は
あ
る
。

R
.1884

�
脈
頭
歌
括
�

寫
本
一
册
二
三
葉
。
表
紙
を
缺
く
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
で
、
綠
色
厚
紙

で
表
紙
樣
に
包
む
。
書
高
二
七
・
六
×
幅
一
五
・
九
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な

し
。
序
・
目
錄
な
し
。
卷
首
に
內
題
な
く
、
本
文
は
六
八
體
の
脈
頭
歌
括
が
第

一
四
葉
ま
で
あ
り
、
漢
文
・
漢
喃
文
が
混
在
。
第
一
四
葉
ウ
ラ
か
ら
漢
文
で
診

法
常
以
平
旦
・
脈
度
・
部
位
な
ど
脈
論
あ
り
、
末
尾
に
「
通
一
子
按
、
上
下
來

去
至
止
、
此
六
字
者
…
其
眞
診
家
之
綱
領
乎
」
と
記
す
。
文
中
に
は
黃
帝
・

182



眞
柳　
　

誠 

二
四

五
十
營
篇
・
滑
伯
仁
の
引
用
お
よ
び
四
辰
の
表
現
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。
料

紙
は
中
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。

上
部
に
葉
次
を
鉛
筆
書
き
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
二
四
字
、
小
字
雙
行
。
四

周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書

に
朱
點
・
朱
引
き
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

脈
診
の
歌
賦
と
論
の
書
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

�
醫
論
�

R
.312

�
藥
文
�

寫
本
一
册
一
六
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
六
・
四
×
幅
一
四
・
六
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
序
・

目
錄
な
し
。
卷
首
に
「
藥
文
」
と
題
し
、
以
下
本
文
は
漢
文
で
、
一
部
に
ベ
ト

ナ
ム
式
略
字
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
か
な

り
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
、
版
心
の
記
載
な
し
。
每
半
葉
、
七
行
・

行
約
二
二
字
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）

の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
誤
字
訂
正
の
書
き
入
れ
あ
り
。
わ
ず
か

に
蟲
損
・
破
損
あ
り
。

醫
論
書
で
、
發
病
機
序
・
體
質
か
ら
補
陰
・
補
陽
を
論
じ
る
。
書
中
に
張
景

岳
が
六
味
回
陽
湯
を
製
し
た
が
、
た
だ
海
上
懶
翁
が
保
陰
湯
を
製
し
た
と
記

す
。
な
か
な
か
の
漢
文
。
達
筆
だ
が
、
求
を
朮
に
記
す
な
ど
明
瞭
な
誤
字
が
あ

る
の
で
、
自
筆
本
で
は
な
い
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
だ
ろ
う
。

�
醫
案
�

R
.643

・644

�

氏
寬
甫
著
�
樂
生
心
得
�

寫
本
二
册
九
六
葉
と
八
九
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
ピ
ン
ク
中
手
表

紙
、
書
高
二
六
・
八
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
く
、
外
題
ほ
か
な
し
。
目
錄
な

し
。
第
一
册
書
頭
に
「
樂
生
心
得
左
（
右
）
卷　

東
舎
華
軒
黃
氏
寬
甫
著
」
と

題
し
、「
纂
集
治
驗
方
法
」
と
題
す
る
無
記
年
・
無
記
名
の
序
一
葉
あ
っ
て
、

古
く
か
ら
の
醫
案
を
精
選
し
て
本
書
左
右
二
卷
を
編
纂
と
記
す
。
本
文
は
漢
文

で
、
馮
氏
治
療
方
論
第
一
が
六
三
葉
、
第
六
四
葉
か
ら
易
氏
醫
案
第
二
、
第
八

五
葉
か
ら
芷
園
臆
草
存
按
第
三
が
書
末
第
九
六
葉
ま
で
。
第
二
册
は
喩
氏
寓
意

草
第
四
が
書
末
第
八
九
葉
ま
で
あ
り
、
以
下
を
缺
く
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙

は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
版

心
上
部
に
各
册
の
葉
次
を
記
す
。
每
半
葉
、
九
行
・
行
約
二
八
字
、
小
字
雙

行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。

全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
版
心
切
れ
ほ
か
破
損

は
補
修
濟
み
。
第
二
册
は
絲
切
れ
。

中
國
の
醫
案
を
纂
集
し
た
越
籍
で
、
書
名
は
『
纂
集
治
驗
方
法
』
が
適
切

か
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
。

�

科
�

R
.2076

・R
.2077

�
阮
嘉

著
�
療
疫
方
法
卷
一
・
卷
二
�

二
度
閲
覽
申
請
し
た
が
、
發
見
で
き
ず
紛
失
だ
ろ
う
と
の
こ
と
。
番
號
メ
モ
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

二
五

の
ミ
ス
で
、
あ
る
い
はR

.2096

・R
.2097

か
。R

.2071

〜2190

ま
で
の
書
が
あ

る
段
階
で
紛
失
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
の
番
號
に
せ
よ
當
圖
書
館
に
は
現
存

し
な
い
ら
し
い
。

�
婦
人
・
小
兒
�

R
.534

�
樂
生
心
得
經
治
國
語
歌
�

寫
本
一
册
五
五
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
八
・
九
×
幅
一
四
・
六
㎝
。
帙
・
外
題
ほ
か
な
し
。
書
頭
に
目
錄

な
く
、
內
題
に
「
樂
生
心
得
經
治
國
語
歌
」
と
題
し
、
序
的
漢
喃
文
あ
っ
て
「
南

年
甲
子
節
秋
…
經
旨
…
喃
字
…
幷
馮
先
生
…
家
傳
…
」
の
文
字
が
讀
め
る
。

本
文
も
漢
喃
文
で
治
病
の
總
論
を
第
一
七
葉
ま
で
記
し
、
欄
上
に
陰
虛
發
熱
・

治
小
兒
疳
蟲
積
熱
・
六
味
補
水
・
八
味
補
火
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
墨
書
、
第

一
七
葉
ウ
ラ
よ
り
處
方
の
藥
味
・
調
整
法
を
列
記
。
第
一
九
葉
ウ
ラ
に
「
風
寒

暑
濕
總
論
」
と
題
し
、
簡
單
な
論
と
治
方
あ
り
。
以
下
に
題
は
な
い
が
、
同
樣

に
虛
證
・
治
痰
ほ
か
の
篇
あ
っ
て
論
治
を
記
す
。
第
四
〇
葉
ウ
ラ
に
婦
人
門
の

題
あ
っ
て
長
論
を
記
す
。
以
下
は
書
末
ま
で
治
方
を
列
記
し
、
一
部
は
婦
人
科

以
外
。
書
尾
に
治
驗
半
葉
あ
り
。
書
末
に
「
樂
生
心
得
」
を
墨
書
、
跋
・
識
語

な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
か
な
り
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、

無
魚
尾
、
欄
上
に
葉
次
を
記
入
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
三
四
字
、
小
字
雙

行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。

全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
書
頭
に
や
や
破
損
あ

り
。

簡
便
な
越
籍
の
小
兒
科
書
『
樂
生
心
得
經
治
國
語
歌
』
で
婦
人
科
を
附
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
は
小
兒
を
樂
生
と
い
う
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.1690

�
經
治
婦
人
小
兒
諸
症
總

�

寫
本
一
册
八
一
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
七
・
〇
×
幅
一
四
・
〇
㎝
、
帙
な
し
。
外
題
・
背
記
な
し
。
扉
に

「
庚
午
（
一
八
七
〇
）
春
略
輯
／
經
治
婦
人
小
兒
諸
症
總
略
」
を
墨
書
。
書
頭

を
缺
き
、
序
・
目
錄
な
し
。
版
心
に
「
外
科
新
集　

婦
人　

葉
次
」
を
記
入
し
、

第
一
六
葉
よ
り
存
し
、
婦
人
篇
は
第
二
二
葉
ま
で
。
上
段
に
治
方
を
大
書
、
主

治
・
藥
味
・
服
用
法
を
小
字
で
主
に
漢
文
、
下
段
に
病
症
を
大
書
の
漢
喃
文
で

記
す
。
次
に
幼
科
あ
っ
て
第
一
九
葉
ま
で
同
樣
に
記
す
。
次
に
「
小
兒
科
」
と

題
し
、
版
心
に
「
兒
科
新
略　

篇
名　

葉
次
」
を
記
し
、
第
二
七
葉
ま
で
。
篇

名
は
風
熱
發
熱
・
咳
嗽
・
傷
寒
〜
各
症
丹
・
衆
鬼
藥
が
あ
り
、
各
篇
で
は
漢
文

で
病
症
の
治
方
を
列
記
す
る
。
次
に
「
別
宗
全
卷
」
と
題
し
、
版
心
に
「
別
宗

婦
科
（
〜
小
兒
門
・
大
小
雜
病
）　

葉
次
」
を
記
し
、
書
末
第
二
八
葉
ま
で
。

各
篇
で
は
病
症
每
に
漢
文
で
治
方
を
列
記
、
ま
た
歌
訣
あ
り
。
文
中
に
避
諱

で
「
四
辰
」
を
記
す
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全

體
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。『
外
科
新
集
』
は
每
半
葉
六
行
、

他
書
は
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
二
八
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き

あ
り
、
書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

婦
人
・
小
兒
の
治
方
を
越
籍
の
『
外
科
新
集
』『
兒
科
新
略
』『
別
宗
』
か
ら

拔
抄
し
た
書
。
一
八
七
〇
年
の
筆
寫
で
能
筆
。
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眞
柳　
　

誠 

二
六

R
.1780

�
保
胎
神
效
全
書
解
音[

一
八
五
四]

�

刊
本
一
册
一
三
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
厚
手
表
紙

の
下
に
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
を
存
す
。
書
高
二
四
・
九
×
幅
一
三
・
四

㎝
。
帙
・
外
題
ほ
か
な
し
。
扉
に
四
周
單
邊
で
「
嗣
德
捌
年
（
一
八
五
五
）
參

月
新
刊
／
保
胎
神
效
全
書
解
音
／
海
上
原
本　
〔
海
上
／
原
本
〕
の
刻
印
風
印

刷
」
の
內
封
。
目
錄
な
し
。
卷
首
に
「
保
胎
種
子
國
音
纂
要
」
の
內
題
あ
り
、

以
下
本
文
は
漢
喃
文
。
上
段
に
小
字
で
治
方
、
下
段
に
論
を
記
し
、
一
部
に
六

八
體
喃
歌
あ
り
。
跋
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
や
や
黃
變
す

る
。
無
界
、
四
周
單
邊
、
版
心
白
口
・
無
魚
尾
、
象
鼻
に
「
保
胎
」、
中
央
に

葉
次
を
刻
し
、
一
部
下
象
鼻
は
大
黑
口
。
每
半
葉
匡
郭
、
全
縱
一
九
・
五
×
横

一
一
・
七
㎝
、
八
行
・
下
段
行
一
四
字
、
上
段
の
小
字
一
六
行
・
行
六
字
。
四

周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書

に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

胎
産
の
書
。
前
報R

.383

と
同
版
で
一
八
五
五
年
の
刊
本
。
當
本
の
刊
年
を

カ
ー
ド
が
一
八
五
四
と
記
す
の
は
不
適
切
。
書
名
も
「
保
胎
種
子
國
音
纂
要
」

が
適
切
。

R
.1701

�
小
兒
演
歌
�

寫
本
一
册
、
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
原
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
厚
手
表
紙
、
書
高
二

七
・
五
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
く
、
綠
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。
外
題
ほ
か

な
し
。
目
錄
な
し
。
卷
首
に
「
小
兒
演
歌
」
と
題
し
、
漢
喃
文
で
無
記
年
・
無

記
名
の
序
二
葉
あ
り
、
末
尾
に
「
仍
方
妙
訣
古
今
祕
傳
」
と
記
す
。
本
文
は
小

兒
各
症
の
治
方
を
漢
文
で
列
記
し
、
論
な
し
。
途
中
よ
り
六
安
煎
ほ
か
の
方
論

あ
り
、
主
治
・
藥
味
・
服
用
法
を
漢
文
で
記
す
。
ま
た
「
小
兒
演
歌
」
と
題

し
、
書
頭
と
同
文
の
序
あ
り
。
次
に
「
治
小
兒
神
效
」
と
題
す
る
漢
喃
文
一
葉

あ
り
、
以
下
に
呪
符
・
呪
文
・
辟
鬼
法
が
あ
り
、
末
尾
に
「
…
乾
鬼
王
、
醫

家
四
聖
、
寧
之
底
傳
／
林
先
生
傳
」
と
記
す
。
ま
た
治
方
を
列
記
し
、「
凡
醫

者
切
宜
詳
察
、
看
症
增
用
藥
、
不
可
有
誤
、
愼
之
」
を
記
す
。
書
末
に
「
咽
喉

雜
症
總
方
經
驗　

陳
先
生
傳
」
一
葉
、「
咽
喉
十
八
症
總
方　

林
先
生
傳
」
四

葉
、「
痰
火
初
起　

詔
安
何
先
生
傳
」
二
葉
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は

中
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
や
や
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
、
版
心
記

載
な
し
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
二
七
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、

書
き
入
れ
あ
り
。
か
な
り
蟲
損
・
破
損
す
る
。

一
部
に
呪
法
を
ま
じ
え
る
小
兒
治
法
の
書
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.1762

�
治
小
兒
諸
症
�

寫
本
一
册
五
五
葉
、
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
原
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
、

書
高
二
六
・
〇
×
幅
一
六
・
〇
㎝
。
帙
な
く
、
綠
厚
紙
で
包
む
。
外
題
ほ
か
な

し
。
序
・
目
錄
な
く
、
書
頭
に
「
□
方
治
小
兒
諸
症
」
と
題
し
、
病
症
每
の
治

方
を
列
記
し
、
第
五
葉
に
手
掌
と
顔
面
の
圖
。
第
六
葉
か
ら
別
書
で
小
兒
賦
、

第
八
葉
ウ
ラ
か
ら
第
二
四
葉
ま
で
治
方
。
第
二
五
葉
か
ら
別
書
で
「
室
女
賦
」

と
題
し
、
第
二
九
葉
よ
り
婦
人
科
・
産
科
の
方
論
が
第
三
八
葉
ま
で
。
第
三
九

葉
に
家
傳
方
赤
痢
。
第
四
〇
葉
か
ら
別
書
で
「
人
身
集
成
賦
」
と
題
し
、
第
五

二
葉
ま
で
醫
學
全
般
の
總
論
あ
り
、
末
尾
に
「
啓
定
捌
年
歳
次
癸
亥
（
一
九
二

三
）
仲
秋
月
阮
克
」
の
奧
書
。
全
體
を
漢
文
と
漢
喃
文
で
記
す
。
料
紙
は
薄
葉
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

二
七

ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
わ
ず
か
に
黃
變
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
版
心
上
部
に

舊
册
葉
次
を
墨
書
、
欄
上
に
新
合
册
葉
次
を
鉛
筆
記
入
。
每
半
葉
、
八
行
・
行

約
二
五
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家

圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、

破
損
・
版
心
切
れ
甚
。

治
小
兒
諸
症
・
小
兒
賦
・
室
女
賦
・
人
身
集
成
賦
の
四
篇
か
ら
な
り
、
小

兒
・
婦
人
の
方
論
と
醫
學
總
論
の
書
。
一
九
二
三
年
の
阮
克
筆
寫
。

R
.1908

�
撮
要
治
小
兒
�

寫
本
一
册
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
手
中
表
紙
、
書
高

二
四
・
八
×
幅
一
四
・
七
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
ほ
か
な
し
。
序
・
目
錄
な
し
。

書
頭
に
內
題
な
く
、
辟
邪
丹
な
ど
小
兒
の
治
方
を
列
擧
、
主
治
・
藥
味
を
漢
文

で
記
し
、
以
下
に
漢
喃
文
で
鬼
病
の
治
法
。
ま
た
「
經
治
婦
人
諸
症
」
と
題
す

治
方
三
葉
、「
一
門
治
小
兒
各
症
」
と
題
し
、
漢
喃
文
で
呪
符
・
呪
文
・
藥
方

を
記
す
。
次
に
「
治
小
兒
諸
症
」
の
處
方
を
漢
文
で
列
記
し
、
四
時
の
字
句
あ

り
。
續
く
別
書
は
「
杏
林
摘
要
、
由
四
民
便
用
、
不
求
人
書
」
と
題
し
、
四
季

の
「
用
藥
活
法
」
ほ
か
治
方
の
主
治
・
藥
味
を
列
記
。
さ
ら
に
別
書
あ
っ
て
、

治
目
痛
神
效
ほ
か
の
治
法
、
末
尾
に
小
兒
科
の
處
方
あ
り
。
さ
ら
に
風
邪
關
聯

の
治
方
が
漢
文
で
雜
多
に
列
記
さ
れ
る
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ

ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
每
半
葉
、

約
六
行
・
行
約
二
三
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 

G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ

り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

小
兒
・
婦
人
を
中
心
と
し
た
雜
多
な
醫
方
・
治
法
の
拔
抄
書
で
、
呪
法
も
あ

る
。
亂
丁
あ
り
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.1954

�
保
赤
便
吟[

一
九
〇
一]

�

刊
本
一
册
一
一
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
、
表
紙
缺
、
書
高
二
六
・
五

×
幅
一
三
・
五
㎝
。
綠
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。
帙
・
外
題
ほ
か
な
し
。
全
書

に
亂
丁
あ
る
が
、
首
尾
共
に
存
す
る
。
扉
に
四
周
單
邊
で
「
龍
飛
辛
丑
（
成
泰

一
三
、
一
九
〇
一
）
冬
／
保
赤
便
吟
／
試
生
隆
敬
刊
」
の
內
封
あ
り
。
ウ
ラ
か

ら
六
八
體
漢
喃
文
歌
が
第
一
〇
葉
オ
モ
テ
ま
で
あ
り
。
次
に
第
一
一
葉
オ
モ
テ

ま
で
漢
文
跋
あ
り
、
婦
女
に
熟
讀
さ
せ
る
子
孫
敎
導
の
羅
岸
辨
理
杜
大
人
の
家

訓
、
と
い
う
。
第
一
一
葉
ウ
ラ
は
七
言
の
漢
詩
。
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ

ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
無
界
、
四
周
單
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向

黑
魚
尾
、
象
鼻
に
「
保
赤
便
吟
」、
魚
尾
閒
に
葉
次
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、

縱
二
一
・
三
×
横
一
〇
・
五
㎝
、
六
行
・
行
一
四
字
、
小
字
な
し
。
四
周
雙
邊

で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・

朱
引
き
・
書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
な
く
、
僅
か
に
破
損
。

非
醫
書
で
、
簡
便
な
幼
兒
敎
育
の
書
。
恐
ら
く
一
九
〇
一
年
の
刊
本
。

�
痘
疹
�

R
.59

�
若
淑
著
�
治
疹
痘
各
症
�

R
.328

�
疹
痘
科
�

R
.1210

�
疹
痘
國
語
歌
�
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眞
柳　
　

誠 

二
八

R
.2147

�
種
牛
痘
書
�

右
四
書
、
申
請
す
る
も
見
つ
か
ら
な
い
。

�
外
科
�

R
.200

�
瘡
瘍
經
驗
全
書　

卷
八
�

寫
本
一
册
九
七
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
香
色
中
手
表
紙
（
佛
語
會

計
紙
？
の
轉
用
）、
書
高
二
六
・
八
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背

記
な
し
。
書
頭
に
面
部
發
疹
部
位
の
吉
凶
圖
説
一
葉
あ
り
。「
瘡
瘍
經
驗
全
書

目
錄
／
第
八
卷
」
一
葉
あ
っ
て
、
小
兒
痘
瘡
圖
説
・
禁
忌
十
歌
〜
四
聖
丹
・
痘

毒
圖
ま
で
を
記
す
。
卷
頭
に
「
瘡
瘍
經
驗
全
書
卷
之
八
／
宋
燕
山
竇
漢
卿
輯
著

／
天
都
洪
騰
宕
／
桐
川
陳
友
恭
／
仝
校
」
と
題
し
、
以
下
は
圖
と
本
文
。
第
五

四
葉
ウ
ラ
に
「
瘡
瘍
經
驗
全
書
目
錄
／
第
九
卷
」
一
葉
半
あ
っ
て
、
瘡
瘍
總

論
・
灸
瘡
瘍
法
〜
太
一
膏
・
麒
麟
竭
膏
ま
で
を
記
す
。
ま
た
卷
頭
に
「
瘡
瘍
經

驗
全
書
卷
之
九
／
宋
燕
山
竇
漢
卿
輯
著
／
天
都
洪
貼
巖
／
桐
川
陳
友
恭
／
仝

校
」
と
題
し
、
以
下
は
論
と
治
法
。
漢
文
の
書
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄

葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
下
部
に

通
し
葉
次
を
鉛
筆
書
き
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
二
四
字
、
小
字
雙
行
。
藏
印
記

な
し
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
や
や
疲
れ
破

損
。本

書
は
も
と
一
二
卷
本
で
宋
・
竇
漢
卿
の
著
、
明
清
版
が
あ
る
。
恐
ら
く
清

版
か
ら
の
筆
寫
で
存
卷
八
・
九
。
や
や
丁
寧
な
一
九
世
紀
の
筆
寫
。

R
.320

�
良
醫
家
傳
外
科
治
癰
疽
門
�

圖
書
館
で
は
見
あ
た
ら
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
某
氏
が
當
本
を
偶
然
コ

ピ
ー
し
て
お
り
、
こ
れ
に
て
調
査
。
寫
本
一
册
、
裝
釘
・
表
紙
・
書
高
幅
・

帙
・
外
題
ほ
か
未
詳
。
書
頭
に
「
良
醫
家
傳
外
科
治
癰
疽
門
」
と
題
し
、
冒
頭

の
序
的
短
文
に
陰
陽
癰
疽
の
治
療
要
訣
を
漢
文
で
述
べ
、
末
尾
に
「
千
金
不
可

傳
」
と
記
す
。
目
錄
な
く
、
本
文
は
發
症
部
位
別
の
治
方
か
ら
記
す
。「
癰
疽

門
終
」
と
あ
る
後
に
「
二
十
四
症
」
と
題
し
、
以
下
に
發
症
部
位
の
圖
説
と
治

方
を
列
記
。
次
に
「
瘡
瘍
經
驗
全
書
第
一
卷
目
錄
」
あ
っ
て
咽
喉
説
・
又
説
二

篇
・
纏
喉
風
説
〜
口
緊
圖
説
・
木
舌
乳
蛾
圖
説
を
記
し
、
末
尾
に
「
本
燕
山
竇

漢
卿
輯
著
／
天
都
洪
貼
巌
桐
川
陳
友
恭
／
仝
校
」
を
記
す
。
以
下
は
目
錄
通
り

に
圖
説
と
治
方
を
列
記
す
る
が
、
目
錄
に
な
い
圖
説
が
あ
り
、
圖
を
省
略
す
る

記
載
も
あ
る
。
末
尾
は
漏
睛
瘡
圖
・
鴉
陷
瘡
圖
・
繭
唇
之
圖
で
、
と
も
に
繪
圖

は
描
か
れ
な
い
。
漢
文
の
書
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
未
詳
。
無
界
、
無
邊
、

無
魚
尾
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
一
八
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、

書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

「
良
醫
家
傳
外
科
治
癰
疽
門
」
と
宋
・
竇
漢
卿
『
瘡
瘍
經
驗
全
書
』
卷
一
の

合
寫
本
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

�
方
集
・
方
論
�

R
.69

�
懶
翁
新
制
諸
方
�

寫
本
一
册
五
四
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
包
背
裝
。
綠
厚
紙
表
紙
の
下
に
澁
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

二
九

引
き
焦
げ
茶
中
手
表
紙
あ
り
、
書
高
二
二
・
一
×
幅
一
二
・
七
㎝
。
新
製
黃

紙
帙
に
入
れ
る
。
外
題
ほ
か
な
し
。
扉
に
「
懶
翁
新
制
諸
方
」、
裏
に
「
傳
家

寶
」
を
墨
書
。
序
・
目
錄
な
し
。
書
頭
に
「
懶
翁
新
製
諸
方
」
と
題
し
、
以
下

本
文
は
漢
文
で
培
土
固
中
方
・
滋
水
潤
燥
方
よ
り
調
元
救
本
方
・
溯
源
救
腎
湯

ま
で
、
藥
味
・
主
治
・
論
・
加
減
ほ
か
を
記
す
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄

葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
や
や
黃
變
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
欄
上
・
下
欄
に

葉
次
を
記
入
す
る
。
每
半
葉
、
七
行
・
行
約
二
一
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊

で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA
」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・

朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

方
論
の
書
。
書
名
は
『
懶
翁
新
製
諸
方
』
が
適
切
。
內
容
は
『〔
海
上
懶
翁
〕

醫
宗
心
領
』
卷
四
六
「
傚
倣
新
方
」
に
該
當
す
る
が
、
構
成
・
文
章
表
現
の
細

部
が
異
な
る
の
で
、
そ
の
拔
抄
か
別
傳
本
ら
し
い
。
末
尾
の
溯
源
救
腎
湯
は

『
醫
宗
心
領
』
卷
四
五
「
心
得
神
方
」
所
載
の
處
方
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.74

�
黎
先
生
正
傳
痛
目
祕
方
�

寫
本
一
册
九
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
綠
厚
表
紙
下
に
澁
引
き
焦
げ

茶
中
手
表
紙
あ
り
、
書
高
二
四
・
八
×
幅
一
四
・
三
㎝
。
帙
・
外
題
ほ
か
な

し
。
序
・
目
錄
な
し
。
書
頭
に
「
黎
先
生
正
傳
痛
目
點
藥
祕
方
／
在
北
寧
省
嘉

林
縣
／
順{

艸
＋
共}

社
」
と
題
し
、
以
下
本
文
は
漢
文
で
點
眼
藥
の
藥
味
・

調
整
法
、
ま
た
內
服
藥
を
記
す
。
こ
れ
以
下
は
雜
多
な
病
症
の
治
方
を
書
末
ま

で
漢
文
で
列
記
。
藥
味
に
洋
參
あ
り
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
中
葉
ベ
ト
ナ

ム
楮
紙
で
、
輕
く
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
、
下
欄
に
葉
次
を
記
入

す
る
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
二
〇
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、

書
き
入
れ
等
な
し
。
わ
ず
か
に
蟲
損
・
破
損
。

雜
多
な
方
集
。「
黎
先
生
正
傳
痛
目
點
藥
祕
方
」
を
書
名
と
す
る
の
は
不
適

切
。
二
〇
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.140

�
百
症
藥
詩
家
傳
�

寫
本
一
册
四
四
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
一
三
・
七
×
幅
八
・
三
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
序
・
目

錄
な
し
。
書
頭
に
「
百
症
藥
詩
家
傳
經
驗
」
と
題
し
、
以
下
、
本
文
は
漢
文
。

醫
方
書
で
補
氣
類
・
補
脾
胃
類
・
補
血
類
・
補
眞
（
陰
）
類
・
行
氣
調
氣
類
・

治
痰
類
・
消
食
積
類
、
婦
人
類
に
補
氣
血
・
補
氣
類
・
補
眞
陽
類
・
補
眞
陰

類
、
行
氣
降
氣
類
、
消
食
類
、
治
濕
利
水
類
、
散
陣
・
寒
陣
（
出
典
は
『
景
岳

全
書
』
だ
ろ
う
）・
吐
類
・
下
法
類
・
婦
人
・
眼
類
・{

王
＋
京}

（
璟
？
瓊
？
）

玉
膏
（「
出
醫
方
集
解
書
以
下
」
と
記
す
）・
齒
蟲
症
・
嬰
兒
部
、
脇
癰
圖
・
赤

白
癜
症
に
分
類
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
中
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に

や
や
黃
變
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
、
版
心
に
葉
次
を
記
す
。
每
半
葉
、
七
行
・

行
約
一
八
字
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）

の
藏
印
記
。
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
等
な
し
。
わ
ず
か
に
蟲
損
し
、
破
損

な
し
。

效
能
別
と
病
門
別
の
方
集
で
袖
珍
本
。『
景
岳
全
書
』『
醫
方
集
解
』
な
ど
漢

籍
か
ら
の
抄
錄
ら
し
い
が
、
未
整
理
。
一
九
世
紀
〜
二
〇
世
紀
の
筆
寫
。
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眞
柳　
　

誠 

三
〇

R
.284

�
楊
氏
醫
方
國
語
歌
�

寫
本
一
册
一
九
九
頁
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
表
紙
な
く
、
書
高
二

七
・
〇
×
幅
一
五
・
〇
㎝
。
帙
な
く
、
綠
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。
外
題
ほ
か

な
し
。
序
・
目
錄
な
し
。
書
頭
に
「
楊
氏
醫
方
國
語
歌
」
と
題
し
、
以
下
本
文

は
漢
喃
文
で
記
す
雜
多
な
方
論
。
四
一
頁
に
婦
人
胎
産
門
、
四
五
頁
に
中
風
門

を
記
す
。
六
七
頁
に
「
捷
效
卷
」
と
題
し
、
上
段
に
六
八
體
漢
喃
文
の
歌
で
中

風
他
の
論
、
下
段
に
治
方
を
記
す
。
以
下
も
同
形
式
で
一
一
五
頁
よ
り
一
三
九

頁
ま
で
舌
診
の
三
六
圖
説
あ
り
。
一
八
八
頁
上
段
に
國
語
…
萬
病
回
春
…
あ

り
、
こ
こ
で
歌
訣
は
終
了
。
以
下
に
雜
多
な
治
方
を
一
九
七
頁
ま
で
列
記
す

る
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
や
や
黃
變
す
る
。
無

界
、
無
邊
、
無
魚
尾
、
欄
上
に
頁
を
記
入
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
二
二
字
、

小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の

藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
版
心
切
れ
と
蟲
損
・
破

損
は
甚
大
。

醫
方
お
よ
び
歌
訣
方
論
の
書
。
漢
籍
『
傷
寒
金
鏡
錄
』『
萬
病
回
春
』
な
ど

の
影
響
あ
り
。「
辰
（
時
）」
の
記
載
あ
っ
て
、
古
び
か
ら
も
一
九
世
紀
の
筆
寫

だ
ろ
う
。

R
.1697

�
指
南
備
用
�

寫
本
一
册
七
二
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
中
手
表

紙
、
書
高
二
七
・
二
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
く
、
外
題
な
し
。
書
根
に
「
歌

括
」、
天
邊
に
「
脈
書
」
を
縱
書
き
墨
書
。
扉
に
「C

H
I N

A
M

 B
I Y

E
U

（
指

南
備
用
）」
を
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
記
入
。
序
・
目
錄
な
し
。
書
頭
に
內
題
な
く
、

「
六
腑
五
臟
部
位
（
左
寸
心
小
腸
…
右
尺
三
焦
腎
火
）
國
語
演
歌
脈
」
が
漢
喃

文
で
第
五
葉
ま
で
あ
り
、
二
七
脈
に
つ
い
て
記
す
。
第
六
葉
に
「
誌
群
書
撰
成

國
語
歌
括
自
號
指
南
備
用
」
と
題
し
、
以
下
は
上
段
に
漢
喃
文
で
病
門
別
論

治
、
下
段
に
漢
文
で
治
方
を
記
す
。
病
門
は
欄
上
に
記
さ
れ
、
中
風
・
傷
寒
・

瘟
疫
〜
血
淋
・
痰
閉
・
脚
氣
が
第
二
四
葉
ま
で
。
第
二
五
葉
に
外
科
諸
瘡
瘍
風

疹
、
第
二
六
葉
ウ
ラ
に
婦
人
室
女
科
（
經
後
〜
産
後
脚
氣
）、
第
三
六
葉
に
小

兒
科
、
第
三
九
葉
ウ
ラ
に
疹
痘
門
、
第
四
三
葉
ウ
ラ
に
麻
痘
門
あ
っ
て
、
上
下

段
に
記
す
。
第
四
五
葉
に
「
痘
疹
」
と
題
し
、
以
下
は
漢
文
で
發
熱
論
・
治
論

ほ
か
の
論
と
治
方
が
第
五
四
葉
ま
で
。
第
五
四
葉
ウ
ラ
に
「
活
幼
歌
」
と
題

し
、
以
下
に
漢
喃
文
で
論
治
が
第
六
六
葉
ま
で
。
第
六
六
葉
ウ
ラ
に
「
雜
記
諸

方
」
と
題
し
、
書
末
第
七
二
葉
ま
で
治
方
を
列
記
す
る
。
跋
・
識
語
な
し
。
料

紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に
黃
變
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
欄
上

に
葉
次
を
記
入
す
る
。
每
半
葉
、
九
行
・
行
約
二
四
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙

邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱

點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
く
、
か
な
り
版
心
切
れ
。

越
籍
の
病
門
別
方
集
『〔
群
書
撰
成
國
語
歌
括
〕
指
南
備
用
』
と
漢
喃
文
の

「
六
腑
五
臟
部
位
國
語
演
歌
脈
」「
活
幼
歌
」、
お
よ
び
漢
文
の
「
痘
疹
」
な
ど

か
ら
な
る
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
だ
ろ
う
。

R
.1699

�
中
風
門
�

寫
本
一
册
六
四
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
、
絲
切
れ
。
澁
引
き
茶
色
薄

手
表
紙
、
書
高
二
六
・
六
×
幅
一
六
・
〇
㎝
。
背
・
天
邊
・
書
根
と
も
澁
引

き
。
帙
な
く
、
全
體
を
綠
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。
外
題
・
背
記
な
く
、
天
邊
・
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

三
一

書
根
に
「
源
流
／
綱
病
／
諸
症
」
を
縱
に
墨
書
。「
目
錄
源
流
綱
病
諸
症
」
一

葉
あ
っ
て
、
中
風
門　

壹
・
四
辰
傷
寒　

三
〜
健
忘　

五
十
七
・
不
寢　

五
十

七
・
補
遺
（
痰
門　

五
十
八
〜
婦
人
血
瘕
・
赤
白
帶
下
・
五
臟
熱
口
五
味
・
頭

痛
）
を
記
す
。
卷
首
に
內
題
な
く
、
第
一
葉
に
「
源
流
綱
病
諸
症
總
論　

中
風

門
」
と
題
し
「
夫
中
風
者
、
凡
…
而
療
食
、
其
病
愈
矣
」
を
記
す
。
以
下
本

文
は
病
門
每
に
論
・
治
方
・
藥
味
を
列
記
す
る
が
、
處
方
の
主
治
文
・
加
減
は

な
し
。
各
門
は
四
時
傷
寒
論
（『
傷
寒
論
』
の
直
接
影
響
な
し
）・
內
傷
論
（
東

垣
の
直
接
影
響
な
し
）・
中
暑
論
・
中
濕
論
・
燥
門
論
〜
不
寢
ま
で
。
ま
た
「
皇

朝
惠
民
經
驗
選
要
神
效
三
十
柒
方
」
と
題
し
、
目
錄
に
記
す
補
遺
の
痰
門
（
家

傳
）
〜
帶
下
の
治
方
藥
味
（
主
治
な
し
）
を
第
六
三
葉
ま
で
列
記
。
す
べ
て
漢

文
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
中
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に
や
や
黃
變
す

る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
、
版
心
に
「
門
名　

葉
次
」
を
記
す
。
每
半
葉
、

一
〇
行
・
行
約
二
五
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 

G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ

り
。
輕
い
蟲
損
と
破
損
あ
り
。

病
門
別
の
越
籍
方
集
で
、
正
し
い
書
名
は
『
源
流
綱
病
諸
症　

附
・
皇
朝

惠
民
經
驗
選
要
神
效
三
十
柒
方
』。
體
裁
の
統
一
性
と
四
時
・
四
辰
の
混
在
よ

り
、
も
と
嗣
德
年
閒
以
前
の
刊
本
が
あ
り
、
そ
の
系
統
に
基
づ
く
嗣
德
年
閒
一

九
世
紀
後
半
の
筆
寫
ら
し
い
。

R
.1752

�
政
征
醫
官
家
傳
�

寫
本
一
册
五
〇
頁
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
假
綴
。
表
紙
缺
、
書
高
二
七
・

一
×
幅
一
五
・
九
㎝
。
帙
な
く
、
綠
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。
外
題
ほ
か
な

し
。
書
頭
に
「
□
（
北
）
寧
慈
山
東
岸
東
邑
正
御
醫
家
官
（
官
家
）
傳
書
」
と

題
し
、
上
段
に
六
八
體
歌
、
下
段
に
處
方
・
藥
味
を
記
す
。
序
・
目
錄
な
し
。

本
文
は
漢
喃
文
で
、
中
風
・
傷
寒
・
瘧
・
內
傷
・
鬱
症
・
咳
嗽
・
霍
亂
・
泄

瀉
・
痢
症
・
嘔
吐
・
關
隔
・
呑
酸
・
浮
腫
・
膨
脹
・
積
聚
・
虛
損
・
勞
熱
・
眩

暈
・
腹
痛
・
腰
痛
・
麻
痺
・
聾
耳
・
目
痛
・
口
症
・
咽
喉
・
齒
・
鼻
・
厥
冷
・

出
血
・
痔
瘻
・
脱
肛
・
癲
狂
・
驚
悸
・
消
渴
・
淋
濁
・
瘡
疥
・
癰
疽
・
墜
下
・

婦
人
（
各
症
に
細
分
）
が
四
五
頁
ま
で
。
四
七
頁
に
「
附
治
麻
疹
國
語
歌
」
と

題
し
、
上
段
に
七
言
の
歌
訣
、
下
段
に
治
方
を
記
す
。
書
末
五
〇
頁
に
「
傷
寒

六
絶
脈
歌
」
あ
っ
て
、
末
行
に
「
黃
奉
草　

黃
」
を
記
す
。
跋
な
し
。
料
紙
は

薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
か
な
り
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
欄
上

に
頁
を
記
入
す
る
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
一
八
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊

で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・

朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
か
な
り
破
損
と
版
心
切
れ
。

簡
便
な
病
門
別
歌
訣
と
醫
方
の
方
論
書
。
書
名
は
『〔
北
寧
慈
山
東
岸
東
邑
〕

正
御
醫
官
家
傳
書
』
が
適
切
。
四
時
を
四
辰
と
記
す
一
九
世
紀
の
筆
寫
。
こ
の

タ
イ
プ
の
方
論
書
は
ベ
ト
ナ
ム
に
多
く
、
日
本
の
『
古
今
方
彙
』
や
朝
鮮
の
『
本

草
醫
方
合
編
』
に
相
當
す
る
。

R
.2048

�
羅
溪
先
生
著
�
澤
園
門
傳
醫
書
輯
要
�

寫
本
一
册
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
假
裝
。
表
紙
な
く
、
書
高
一
八
・
五
×
幅

一
二
・
九
㎝
。
帙
な
く
、
綠
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。
外
題
ほ
か
な
し
。
扉
に

「
千
金
不
可
露
輕
言
」
を
朱
書
。
書
頭
に
「
澤
園
門
傳
醫
書
輯
要　

羅
溪
先
生

著　

門
生
註
幷
附
」
と
題
し
、
無
記
年
・
無
記
名
の
序
あ
っ
て
、
祕
書
『
醫
學

174



眞
柳　
　

誠 

三
二

入
門
』
よ
り
國
語
に
し
た
と
い
う
。
目
錄
な
し
。
本
文
は
漢
喃
文
で
泄
瀉
治
療

の
口
訣
・
處
方
・
藥
味
・
治
驗
か
ら
記
す
。
以
下
は
寒
熱
・
中
風
・
中
濕
・
暑

氣
・
治
瘧
・
婦
人
・
咳
嗽
・
血
・
□
□
・
男
子
・
浪
柴
？
・
癰
疽
・
保
胎
生
子

歌
・
治
方
列
記
・
再
論
回
生
丹
功
效
（
〜
第
一
九
）・
治
痢
要
訣
の
各
篇
あ
り
。

跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
や
や
黃
變
す
る
。
無
界
、

無
邊
、
無
魚
尾
。
每
半
葉
、
九
行
・
行
約
二
二
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で

「T
H

U
 V

IE
N

 / Q
U

O
C

 G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・

朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
か
な
り
破
損
と
版
心
切
れ
。

病
門
別
の
簡
便
な
口
訣
方
論
の
書
。
一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。

R
.1932

�
醫
書
演
歌
�

R
.2086

�
集
驗
良
方
�

R
.2089

�
經
濟
神
方
廣

�
＊
非
醫
書
か

右
三
書
、
申
請
す
る
も
見
つ
か
ら
な
い
。

�
道
敎
系
醫
方
�

R
.125

�
南
藥
神
經
�

刊
本
、
存
一
〜
三
卷
三
九
葉
一
册
（
書
末
に
第
一
三
葉
を
重
複
し
て
補
入
）。

ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
原
裝
、
澁
引
き
焦
げ
茶
薄
手
表
紙
、
書
高
二
六
・
〇
×
幅
一

五
・
三
㎝
。
帙
な
く
、
後
補
綠
色
厚
紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。
外
題
・
背
書
な

し
。
書
頭
に
男
科
・
婦
科
・
幼
科
の
目
錄
二
葉
＋
三
行
、
無
記
年
の
「
陳
朝
顯

聖
興
道
大
王
序
（
庚
子
よ
り
六
〇
餘
年
で
本
書
成
る
）」
と
無
記
年
の
「
孚
佑

帝
君
降
開
經
序
」
が
二
葉
。
卷
首
に
「
南
藥
神
經
天
集
卷
之
一
／
專
治
男
科
三

十
方
」
と
題
し
、
以
下
第
二
〇
葉
ま
で
卷
一
。
第
二
一
〜
三
三
葉
に
「
南
藥
神

經
地
集
卷
之
二
／
專
治
婦
科
三
十
方
」、
第
三
四
〜
三
九
葉
に
「
南
藥
神
經
人

集
卷
之
三
／
專
治
幼
科
二
十
方
」
あ
り
、
書
末
に
「
南
藥
神
書
（
マ
マ
）
三
集

卷
完
」
と
刻
す
。
本
文
三
卷
は
漢
文
と
漢
喃
文
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
中

葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に
黃
變
。
無
界
、
四
周
單
邊
・
雙
邊
、
版
心
白
口
・

雙
內
向
黑
魚
尾
、
象
鼻
に
「
南
藥
神
經
」、
魚
尾
下
閒
に
「
天
（
地
人
）
集
卷

之
幾
」、
下
象
鼻
に
通
葉
次
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
一
九
・
六
×
横
一
三
・

〇
㎝
、
八
行
・
行
二
一
字
、
小
字
雙
行
・
行
二
一
字
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
あ
り
、
書

き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
な
く
、
破
損
部
を
裏
打
ち
。

方
論
書
で
道
敎
系
。
樣
々
な
神
が
降
臨
し
て
病
症
に
つ
い
て
述
べ
た
「
解
」

や
「
神
丹
」
歌
や
詩
の
治
方
が
あ
り
、
張
景
岳
や
海
上
懶
翁
も
降
臨
し
、
ベ
ト

ナ
ム
的
。
字
體
は
正
方
形
の
明
朝
體
で
、
書
中
に
四
時
を
「
四
辰
」
と
記
し
、

古
び
か
ら
し
て
も
一
九
世
紀
後
半
の
版
本
。

R
.325

�
人
身
賦
�

寫
本
一
册
六
二
頁
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
ピ
ン
ク
色
中
手
表
紙
、
書

高
二
六
・
七
×
幅
一
四
・
八
㎝
。
帙
・
外
題
ほ
か
な
し
。
序
・
目
錄
な
し
。
書

頭
に
「
人
身
賦
」
と
題
し
、
以
下
本
文
は
漢
文
で
、
生
命
の
誕
生
、
身
體
機
能
、

臟
腑
ほ
か
を
第
三
葉
ま
で
簡
單
に
記
す
。
第
四
〜
六
葉
に
「
室
女
賦
」、
第
六

葉
後
半
よ
り
「
百
方
賦
家
傳
祕
法
」
一
葉
あ
っ
て
、
以
下
を
缺
く
。
次
に
「
禮

天
地
及
天
官
科
／
祈
病
通
用
」
あ
り
、
書
末
ま
で
漢
文
と
漢
喃
文
で
治
病
の
呪
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

三
三

法
を
記
す
。
跋
・
識
語
な
し
。
料
紙
は
中
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
や
や
黃
變
す

る
。
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
。
每
半
葉
、
六
行
・
行
約
二
六
字
、
小
字
雙
行
。

四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全

書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

主
に
治
病
呪
法
の
『
祈
病
通
用
』
で
、
藏
象
の
「
人
身
賦
」
な
ど
歌
賦
を
前

附
す
る
越
籍
。
一
九
〜
二
〇
世
紀
の
筆
寫
。

R
.1788

�
活
世
良
法[

一
九
三
一]
�

刊
本
一
册
二
一
＋
七
七
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼
眼
裝
。
表
紙
缺
、
綠
厚
紙

で
表
紙
樣
に
包
む
。
書
高
二
六
・
一
×
幅
一
五
・
九
㎝
。
帙
な
く
、
外
題
ほ
か

な
し
。
扉
に
四
周
雙
邊
で
「
活
世
良
方
」
と
題
し
、
周
圍
に
壽
・
康
ほ
か
の
文

字
を
配
す
。
ウ
ラ
に
「
原
板
藏
在
富
康
社
志
善
壇
／
叶
力
恭
刊
與
我
自
求
多
福

／
皇
南
保
大
六
年
（
一
九
三
一
）
歳
次
辛
末
正
月
上
旬
降
乩
／
恒
心
印
送
在
家

能
救
萬
人
／
沐
恩
弟
子
諸
人
仝
奉
刊
」
の
刊
記
。
保
大
六
年
の
志
善
壇
「
活
世

良
方
序
」
が
漢
文
で
三
葉
。
以
下
に
漢
喃
文
で
病
人
須
知
・
親
人
須
知
・
恩
人

須
知
・
神
呪
が
第
一
三
葉
ま
で
。
第
一
四
葉
は
「
降
乩
」
を
依
賴
す
る
見
本
書

き
。「
上
卷
雜
病
目
錄
」
二
葉
半
に
中
風
・
傷
寒
〜
消
渴
・
㿗
疝
あ
っ
て
、
葉

次
と
漢
喃
文
の
病
名
注
記
あ
り
。「
中
卷
種
子
目
錄
」
一
葉
半
に
種
子
總
論
〜

小
兒
蟲
疾
・
小
兒
諸
胎
毒
。「
下
卷
婦
兒
目
錄
」
三
葉
に
調
經
・
經
閉
〜
疹
痘

發
熱
お
よ
び
諸
治
方
を
記
す
。
目
錄
末
尾
ま
で
二
一
葉
。
卷
首
に
內
題
な
く
、

本
文
は
「
中
風
第
一
籖
…
／
第
二
籖
…
／
第
三
籖
…
」
の
よ
う
に
、
全
篇
で

第
幾
籖
に
病
症
と
治
方
を
漢
文
で
第
七
七
葉
ま
で
記
す
。
書
末
半
葉
に
漢
喃
文

で
「
恩
人
又
須
知　

一
則
」
あ
っ
て
末
尾
に
「
活
世
良
方
完
」
を
陰
刻
す
る
。

料
紙
は
中
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
一
部
黃
變
す
る
。
無
界
、
四
周
單
邊
、
版
心

白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
象
鼻
に
「
活
世
良
方
上
」、
魚
尾
閒
に
「
篇
名　

葉

次
」
を
刻
す
。
句
讀
點
も
刻
入
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
一
・
二
×
横
一
三
・

四
㎝
、
一
〇
行
・
行
約
二
二
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / 

Q
U

O
C

 G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き

入
れ
等
な
し
。
蟲
損
・
破
損
な
し
。

道
敎
流
民
閒
宗
敎
（
高
臺
敎
か
）
で
、
降
臨
（
降
乩
）
し
た
神
が
告
げ
る
處

方
を
靈
媒
（
乩
手
）
が
機
筆
（
乩
筆
）
で
自
動
筆
記
し
、
こ
れ
を
集
成
し
た
と

稱
す
る
病
門
別
治
方
集
三
卷
の
存
上
卷
。
基
本
的
に
漢
文
の
書
。
一
九
三
一
年

の
刊
本
。
前
報
で
は
何
か
の
誤
認
でR

.18

を
當
本
と
し
た
が
、R

.18

は
後
揭
の

『
南
藥
神
效
』
だ
っ
た
。

R
.2198

�
活
世
良
法
�

刊
本
三
卷
一
册
、
存
一
五
＋
七
七
＋
二
六
＋
三
〇
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
六
鍼

眼
裝
。
香
色
薄
手
表
紙
、
書
高
二
八
・
七
×
幅
一
五
・
五
㎝
。
帙
な
し
。
外
題

な
く
、
書
根
に
「
活
世
／
良
方
／
上
中
下
」、
天
邊
に
「
活
世
／
三
／
卷
」
を

縱
書
き
墨
書
。
書
頭
に
腐
爛
破
損
あ
っ
て
扉
・
序
・
病
人
須
知
の
初
葉
を
缺

き
、
以
下
は
親
人
須
知
・
恩
人
須
知
・
神
呪
を
一
三
葉
ま
で
存
し
、
第
一
四
葉

は
缺
。「
上
卷
雜
病
目
錄
」
二
葉
半
に
中
風
・
傷
寒
〜
消
渴
・
㿗
疝
あ
っ
て
、

葉
次
と
漢
喃
文
の
病
名
注
記
あ
り
。「
中
卷
種
子
目
錄
」
一
葉
半
に
種
子
總
論

〜
小
兒
蟲
疾
・
小
兒
諸
胎
毒
。「
下
卷
婦
兒
目
錄
」
三
葉
に
調
經
・
經
閉
〜
疹

痘
發
熱
お
よ
び
諸
治
方
を
記
す
。
目
錄
末
尾
ま
で
二
一
葉
。
卷
首
に
內
題
な

く
、
本
文
は
「
中
風
第
一
籖
…
／
第
二
籖
…
／
第
三
籖
…
」
の
よ
う
に
、
全
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眞
柳　
　

誠 

三
四

篇
で
第
幾
籖
に
病
症
と
治
方
を
漢
文
で
第
七
七
葉
ま
で
記
す
。
卷
末
半
葉
に
漢

喃
文
で
「
恩
人
又
須
知　

一
則
」
あ
っ
て
末
尾
に
「
活
世
良
方
完
」
を
陰
刻
す

る
。
卷
中
も
內
題
な
く
、
種
子
總
論
と
題
す
る
總
論
末
に
「
辰
（
時
）
／
保
大

陸
年
歳
在
辛
未
孟
夏
朔
日
」
を
記
す
。
以
下
に
「
弘
化
眞
人
降
于
金
牌
寶
善
之

壇
／
普
濟
乩
生
蓮
奉
天
」
／
輔
政
壇
生
花
奉
書
／
平
日
起
居
須
知
」
と
題
し
、

以
下
に
須
知
篇
・
保
種
歌
〜
補
遺
婦
科
・
補
遺
兒
科
あ
っ
て
、
夫
第
一
籖
…

や
妻
第
一
籖
…
、
ま
た
治
方
を
卷
末
第
二
六
葉
ま
で
列
記
。
卷
下
も
內
題
な

く
、
調
經
第
一
籖
か
ら
始
ま
り
、
第
二
八
葉
の
治
腎
陰
腫
大
方
ま
で
治
方
を
列

記
。
さ
ら
に
「
本
壇
供
銀
以
下
」「
各
諸
善
壇
供
銀
以
下
」「
珠
臺
同
樂
大
成
三

壇
生
媛
」
と
題
し
、
本
書
出
版
費
の
醵
出
者
名
を
書
末
第
三
〇
葉
ま
で
列
記
す

る
。
料
紙
は
中
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
一
部
黃
變
す
る
。
無
界
、
四
周
單
邊
、

版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
象
鼻
に
「
活
世
良
方
上
（
中
・
下
）」、
魚
尾
閒

に
「
篇
名　

葉
次
」
を
刻
す
。
句
讀
點
も
刻
入
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
二
一
・
二

×
横
一
三
・
四
㎝
、
一
〇
行
・
行
約
二
二
字
、
小
字
雙
行
・
行
字
。
四
周
雙
邊

で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・

朱
引
き
、
書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
な
い
が
、
一
部
に
版
心
切
れ
、
破
損
あ
り
。

R
.1788

と
同
版
で
中
下
卷
も
揃
う
殘
缺
本
。
上
卷
の
缺
葉
部
分
はR

.1788
で

分
か
る
。�

全
書
�

R
.192

�
慧
靖
著
�
南
藥
神
效
�

刊
本
一
册
、
存
五
三
葉
。
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
、
焦
げ
茶
厚
手
表
紙
。

書
高
二
五
・
〇
×
幅
一
四
・
八
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
扉
に
四
周

單
邊
で
「
活
法
法
中
皆
活
法
／
南
藥
神
效
／
奇
方
方
內
有
奇
方
」
の
內
封
、
裏

に
刊
記
な
し
。
序
・
目
錄
な
し
。
首
卷
に
內
題
な
く
、「
新
刊
南
藥
神
效
十
科

應
治
目
錄
」
三
葉
あ
っ
て
卷
之
首
（
本
草
）
に
原
草
部
六
二
種
、
以
下
は
藤
草

一
七
、
水
草
六
、
穀
一
九
、
菜
四
六
、
菓
四
八
、
木
四
三
、
蟲
三
二
、
鱗
八
、

魚
三
五
、
甲
六
、
介
一
三
、
山
禽
三
九
、
水
鳥
一
二
、
六
畜
二
六
、
野
獸
三
六
、

水
一
〇
、
土
一
四
、
金
一
一
、
石
七
、
鹵
四
、
人
六
、
本
草
拾
遺
六
三
種
を
收

め
る
。
ま
た
卷
一
・
諸
中
科
、
二
・
氣
應
科
、
三
・
血
應
科
、
四
・
着
痛
科
、

五
・
不
痛
科
、
六
・
九
竅
科
、
七
・
內
傷
科
、
八
・
婦
人
科
、
九
・
小
兒
科
、

一
〇
・
體
外
科
を
記
す
。
首
卷
本
文
は
「
藥
品
南
名
氣
味
正
治
歌
括
」
と
題
し
、

貫
衆
・
黃
精
・
柴
胡
・
前
胡
・
草
龍
胆
…
の
順
で
、
各
藥
二
行
に
漢
名
・
南

名
・
氣
味
・
主
治
・
加
工
を
漢
文
・
漢
喃
文
で
記
す
。
第
二
五
葉
オ
モ
テ
に
は

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
でgang

を
刻
入
。
末
尾
の
第
五
一
葉
に
人
糞
・
童
小
便
・
乳

汁
ま
で
を
記
す
。
第
五
二
葉
に
「
本
草
拾
遺　

凡
六
十
三
種
」
と
題
し
、
第
五

三
葉
ま
で
漢
名
・
南
名
を
列
記
。識
語
な
し
。料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、

わ
ず
か
に
黃
變
す
る
。
有
界
・
無
界
が
混
在
し
、
無
匡
郭
葉
も
あ
っ
て
、
少
な

く
と
も
三
系
統
の
版
木
が
混
在
す
る
。
一
部
の
無
匡
郭
葉
を
除
き
四
周
單
邊
、

版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
象
鼻
に
「
南
藥
」、
魚
尾
閒
に
「
卷
之
首　

葉

次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
一
九
・
四
×
横
一
三
・
〇
㎝
、
一
一
行
・
行

二
五
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖

書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
や
や
破
損
、
版
心
切
れ
。

當
本
は
本
草
の
首
卷
お
よ
び
臨
床
各
科
の
一
〇
卷
か
ら
な
る
醫
學
全
書
『
南

藥
神
效
』
の
存
首
卷
一
册
。
當
本
に
一
四
世
紀
慧
靖
の
著
と
の
記
載
は
見
え
な
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

三
五

い
。
ま
た
本
草
部
分
の
分
類
は
概
ね
『
本
草
綱
目
』（
一
五
九
六
初
版
）
に
合
致

す
る
の
で
、
慧
靖
の
原
著
と
し
て
も
後
世
の
改
編
や
增
補
を
多
く
受
け
た
の
は

疑
い
な
い
。
目
錄
か
ら
分
か
る
卷
一
〜
一
〇
の
分
科
は
漢
籍
に
例
を
見
な
い
独

自
性
が
あ
る
が
、
卷
七
の
「
內
傷
」
科
の
表
現
に
は
一
五
世
紀
以
降
に
普
及
し

た
『
東
垣
十
書
』
の
影
響
が
明
ら
か
に
あ
り
、
慧
靖
の
原
著
か
ら
相
當
に
隔
た
っ

て
い
る
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
著
者
・
書
名
は
「（
傳
）
慧
靖
原
著　

新
刊
南
藥

神
效
十
科
應
治
」
が
適
切
。
當
版
は
少
な
く
と
も
三
系
統
の
版
木
を
混
用
し
て

印
刷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
當
版
で
の
「
昏
」
字
を
後
揭
の
一
九
二
〇
年
版
が
「
氏

＋
月
」
字
に
作
る
傾
向
等
か
ら
す
る
と
、
當
版
↓
一
九
二
〇
版
↓
一
九
二
二
版

の
順
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
首
卷
の
み
の
現
存
本
が
多
い
點
か
ら
す
る

と
、
首
卷
だ
け
が
翻
刻
な
い
し
單
行
販
賣
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
さ
ら
に
當

版
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
が
刻
入
さ
れ
る
の
で
フ
ラ
ン
ス
統
治
の
一
八
八
七
年

以
降
、
つ
ま
り
一
八
八
七
〜
一
九
二
〇
年
の
刊
行
と
な
り
、
そ
の
段
階
以
前
に

少
な
く
と
も
三
回
は
補
刻
が
あ
っ
た
と
分
か
る
。
ち
な
み
に
ハ
ノ
イ
の
漢
喃
研

究
所
に
あ
る
極
東
學
院
筆
寫
のA
.1270 /1 -3

本
『
南
藥
神
效
』
存
六
九
四
頁
に

は
序
文
が
あ
り
、「
錦
江
慧
靖
先
生
集
前
」
と
記
さ
れ
、
後
黎
朝
の
景
興
二
二
年

（
一
七
六
一
）
に
中
都
府
（
昇
龍
、
現
ハ
ノ
イ
）
の
洪
福
寺
で
刊
行
と
あ
る
。
ま

た
同
研
究
所
の
目
錄
に
よ
る
と
、
極
東
學
院
舊
藏
のA

.2850

存
一
〇
〇
頁
・
聚

文
堂
印
本
が
一
七
六
一
年
刊
本
に
該
當
す
る
。

R
.1513

�
慧
靖
著
�
南
藥
神
效
�

刊
本
一
册
、
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
で
表
紙
脱
落
し
、
綠
色
厚
紙
で
表
紙
樣
に

包
む
。
書
高
二
五
・
四
×
幅
一
五
・
二
㎝
。
帙
な
し
。
他
の
書
誌
は
前
揭R

.192

本
に
同
じ
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の

藏
印
記
。
朱
點
な
く
、
一
部
に
書
き
入
れ
あ
り
。
蟲
損
な
く
、
や
や
破
損
。

R
.192

本
と
同
版
で
、
一
八
八
七
〜
一
九
二
〇
年
の
刊
行
、
存
首
卷
。
著
者
・

書
名
は
「（
傳
）
慧
靖
原
著　

新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
」
が
適
切
。

R
.1846

�
慧
靖
著
�
南
藥
神
效
�

刊
本
一
册
、
ベ
ト
ナ
ム
假
綴
じ
、
焦
げ
茶
中
手
表
紙
。
書
高
二
五
・
七
×
幅

一
四
・
八
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
第
一
〜
六
葉
を
缺
き
、
序
・
目

錄
・
卷
頭
な
く
、
以
下
は
首
卷
末
尾
ま
で
存
す
る
。
識
語
な
し
。
料
紙
は
薄
葉

ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
黃
變
な
し
。
他
の
書
誌
は
前
揭R

.192

本
に
同
じ
。
四
周

雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に

書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
な
く
、
い
さ
さ
か
破
損
、
版
心
切
れ
。

R
.192

本
と
同
版
で
、
一
八
八
七
〜
一
九
二
〇
年
の
刊
行
、
存
首
卷
、
殘
缺
。

著
者
・
書
名
は
「（
傳
）
慧
靖
原
著　

新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
」
が
適
切
。

R
.1685

�
慧
靖
著
�
南
藥
神
效
�

刊
本
と
寫
本
を
一
册
に
綴
じ
る
。
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
、
焦
げ
茶
中
手

表
紙
。
書
高
二
五
・
三
×
幅
一
五
・
〇
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
前

半
の
刊
本
は
卷
首
に
缺
葉
あ
り
、
第
九
葉
以
下
か
ら
「
本
草
拾
遺
」
第
五
三
葉

ま
で
存
す
。
他
の
書
誌
は
後
揭
のR

.1740

本
に
同
。
後
半
は
越
籍
『
診
法
捷
要

訣
』
の
漢
喃
文
寫
本
で
、
脈
論
の
口
訣
が
太
素
脈
ほ
か
か
ら
引
か
れ
る
。
料
紙

は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
強
く
黃
變
す
る
。
寫
本
は
無
界
、
無
邊
、
無
魚
尾
、

版
心
に
記
載
な
し
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
二
四
字
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U
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眞
柳　
　

誠 

三
六

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、

書
き
入
れ
あ
り
。
強
く
破
損
し
、
全
葉
版
心
切
れ
、
書
頭
末
の
み
ベ
ト
ナ
ム
楮

紙
で
裏
打
ち
補
修
す
る
。

刊
本
部
分
は
後
揭
のR

.1740

本
と
同
じ
一
九
二
〇
年
版
『
南
藥
神
效
』
で
、

存
首
卷
、
殘
缺
。
著
者
・
書
名
は
「（
傳
）
慧
靖
原
著　

新
刊
南
藥
神
效
十
科

應
治
」
が
適
切
。『
診
法
捷
要
訣
』
は
一
九
〜
二
〇
世
紀
の
筆
寫
。

R
.1740

�
慧
靖
著
�
南
藥
神
效[
一
九
二
〇]

�

刊
本
一
册
、
表
紙
等
脱
落
し
假
綴
じ
狀
態
、
綠
厚
手
紙
で
表
紙
樣
に
包
む
。

書
高
二
五
・
三
×
幅
一
四
・
八
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
扉
に
四
周

雙
邊
の
「
活
法
法
中
皆
活
法
／
南
藥
神
效
／
奇
方
方
內
有
奇
方
」
の
內
封
あ

り
、
そ
の
裏
に
「
河
內
行
樓
／
啓
定
五
年
（
一
九
二
〇
）
九
月
新
刊
／
福
安
藏

板
」
の
刊
記
。「
新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
目
錄
」
三
葉
あ
っ
て
、
卷
之
首
（
本

草
）
に
原
草
部
六
二
種
、
以
下
は
藤
草
一
七
、
水
草
六
、
穀
一
九
、
菜
四
六
、

菓
四
八
、
木
四
三
、
蟲
三
二
、
鱗
八
、
魚
三
五
、
甲
六
、
介
一
三
、
山
禽
三
九
、

水
鳥
一
二
、
六
畜
二
六
、
野
獸
三
六
、
水
一
〇
、
土
一
四
、
金
一
一
、
石
七
、

鹵
四
、
人
六
、
本
草
拾
遺
六
三
種
を
收
め
る
。
ま
た
卷
一
・
諸
中
科
、
二
・
氣

應
科
、
三
・
血
應
科
、
四
・
着
痛
科
、
五
・
不
痛
科
、
六
・
九
竅
科
、
七
・
內

傷
科
、
八
・
婦
人
科
、
九
・
小
兒
科
、
一
〇
・
體
外
科
を
記
す
。
本
文
は
「
藥

品
南
名
氣
味
正
治
歌
括　

附
製
造
」
と
題
し
、
各
藥
二
行
に
漢
名
・
南
名
・
氣

味
・
主
治
・
加
工
を
漢
文
と
漢
喃
文
で
記
す
。
卷
頭
か
ら
貫
衆
・
黃
精
・
柴

胡
・
前
胡
・
草
龍
胆
…
の
順
で
、
末
尾
の
五
一
葉
に
人
糞
・
童
小
便
・
乳
汁

を
記
す
。
第
二
五
葉
オ
モ
テ
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
でgang

を
刻
入
。
第
五
二

葉
に
「
本
草
拾
遺　

凡
六
十
三
種
」
と
題
し
て
漢
名
・
南
名
を
列
記
す
る
が
、

末
尾
の
第
五
三
葉
を
缺
く
。
識
語
ほ
か
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙

で
、
黃
變
な
し
。
有
界
、
四
周
單
邊
、
版
心
白
口
、
雙
內
向
黑
魚
尾
は
上
下
邊

に
接
し
、
魚
尾
閒
に
「
南
藥　

卷
之
首　

葉
次
（
目
錄
か
ら
通
し
）」
を
刻
す
。

每
半
葉
匡
郭
、
縱
一
九
・
〇
×
横
一
三
・
二
㎝
、
一
一
行
・
行
二
五
字
、
小
字

雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印

記
。
全
書
に
書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
な
く
、
や
や
破
損
。

一
九
二
〇
年
の
ハ
ノ
イ
福
安
藏
版
本
で
、
存
首
卷
、
殘
缺
。
後
揭
の
一
九
二

二
年
版
よ
り
混
亂
少
な
く
、
刷
り
も
い
い
。
著
者
・
書
名
は
「（
傳
）
慧
靖
原

著　

新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
」
が
適
切
。

R
.1979

�
慧
靖
著
�
南
藥
神
效
�

刊
本
一
册
、
表
紙
等
脱
落
し
假
綴
じ
本
狀
態
を
綠
厚
手
紙
で
表
紙
樣
に
包

む
。
書
高
二
五
・
三
×
幅
一
四
・
四
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
首
卷

の
全
葉
を
存
し
、
識
語
ほ
か
な
し
。
料
紙
は
荒
い
繊
維
を
交
え
る
薄
葉
ベ
ト
ナ

ム
楮
紙
で
、
や
や
黃
變
。
他
の
書
誌
はR

.1740

本
と
同
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 

V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
書
き
入
れ
等
な

し
。
鼠
損
あ
り
、
書
の
首
尾
を
や
や
破
損
。

一
九
二
〇
年
の
ハ
ノ
イ
福
安
藏
版
本
で
、
存
首
卷
。
著
者
・
書
名
は
「（
傳
）

慧
靖
原
著　

新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
」
が
適
切
。

R
.18

�
南
藥
神
效
�

刊
本
一
册
で
、
も
と
二
册
を
合
わ
せ
た
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
目
鍼
眼
裝
。
澁
引

169



ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

三
七

き
焦
げ
茶
厚
手
表
紙
、
書
高
二
五
・
八
×
幅
一
五
・
四
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
な

く
、
書
根
・
天
邊
に
「
南
藥
上
（
集
）」
を
墨
書
。
扉
に
四
周
單
邊
で
「
大
南

啓
定
七
年
（
一
九
二
二
）
八
月
吉
日
幸
遇
良
醫
家
有
原
板
得
新
刻
／
南
藥
神
效

／
西
曆
壹
千
玖
百
貳
拾
貳
年　

柳
文
堂
公
益
藏
板
」
の
內
封
。
序
な
く
、
內
封

ウ
ラ
か
ら
「
新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
目
錄
」
二
葉
半
あ
っ
て
、
卷
之
首
「
藥

品
南
名
氣
味
正
治
歌
括
」
か
ら
卷
一
〇
「
外
科
」
ま
で
を
記
し
、
卷
一
に
連
續

す
る
。
目
錄
に
反
し
て
卷
之
首
な
く
、
卷
一
首
に
「
新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治

卷
之
一
」
の
內
題
、
以
下
本
文
存
三
卷
は
漢
文
で
、
字
喃
は
ど
う
も
な
い
。
料

紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
。
有
界
、
上
下
雙
邊
、
版
心
白
口
・
內
向
き
雙
黑
魚

尾
、
象
鼻
に
「
南
藥
神
效
」、
魚
尾
閒
に
「
卷
幾　

葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉

匡
郭
、
縱
二
一
・
四
×
横
一
三
・
四
㎝
、
一
一
行
・
行
二
七
字
、
小
字
雙
行
。

四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全

書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
込
み
あ
り
。
蟲
損
・
破
損
な
い
が
、
糸
切
れ
。

前
報
で
は
何
か
の
誤
認
でR

.18

（
南
藥
神
效
）
とR

.1788

（
活
世
良
法
）
を

混
同
し
、R

.18

（
活
世
良
法
）
と
し
て
報
告
し
た
の
で
、
今
回
は
兩
書
を
正
し

く
著
錄
す
る
。
本
書
自
體
は
首
卷
を
含
め
全
一
一
卷
の
醫
學
全
書
で
、
當
本
は

首
卷
を
缺
く
存
卷
一
〜
三
の
一
九
二
二
年
刊
、
柳
文
堂
藏
版
本
。
著
者
・
書
名

は
「（
傳
）
慧
靖
原
著　

新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
」
が
適
切
。

R
.169

�
慧
靖
著　

南
藥
神
效[

一
九
二
二]

�

刊
本
一
册
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
ピ
ン
ク
色
假
表
紙
の
下
に
香
色
中

手
原
表
紙
を
遺
す
。
書
高
二
五
・
一
×
幅
一
四
・
七
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背

書
な
し
。
扉
に
四
周
雙
邊
で
「
活
法
法
中
皆
活
法
／
南
藥
神
效
／
奇
方
方
內

有
□
□
（
奇
方
）」
の
內
封
あ
り
、
そ
の
裏
に
「
河
內
行
□
（
樓
）
／
啓
定
七

年
（
一
九
二
二
）
九
月
新
刊
／
福
文
藏
板
」
の
刊
記
。
序
・
目
錄
な
し
。
首
卷

に
內
題
な
く
、「
藥
品
南
名
氣
味
正
治
歌
括
／
原
草
部　

凡
六
十
二
種
」
と
題

し
、
以
下
本
文
は
貫
衆
・
黃
精
・
柴
胡
・
前
胡
・
草
龍
胆
…
の
順
で
、
各
藥

二
行
に
漢
名
・
南
名
・
氣
味
・
主
治
を
漢
文
・
漢
喃
文
で
記
す
。
末
尾
の
第
五

一
葉
に
人
糞
・
童
小
便
・
乳
汁
を
記
す
。
第
五
二
葉
に
「
本
草
拾
遺　

凡
六
十

三
種
」
と
題
し
、
第
五
三
葉
ま
で
漢
名
・
南
名
を
列
記
。
卷
一
は
扉
に
四
周
雙

邊
で
「
大
南
啓
定
七
年
八
月
吉
日
幸
遇
良
醫
家
有
原
板
得
新
刻
／
南
藥
神
效
／

西
曆
壹
千
玖
百
貳
拾
貳
年　

柳
文
堂
公
益
藏
板
」
の
內
封
、
そ
の
裏
か
ら
「
新

刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
目
錄
」
一
葉
半
強
あ
り
首
卷
と
卷
一
〜
一
〇
を
記
す
。

卷
一
頭
に
「
新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
卷
之
一
」
と
題
し
、
中
風
よ
り
論
と
治

方
を
記
す
、
卷
三
末
の
便
血
・
溺
血
ま
で
存
。
全
體
は
南
藥
の
簡
便
な
治
方
が

多
く
、
中
國
の
影
響
は
少
な
い
。
多
く
は
漢
文
で
、
一
部
に
漢
喃
文
あ
り
。
卷

一
は
三
六
葉
、
卷
二
は
三
二
葉
、
卷
三
は
九
葉
。
藥
名
を
白
字
に
刻
す
。
識
語

ほ
か
な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
わ
ず
か
に
黃
變
す
る
。
有
界
、

四
周
單
邊
、
版
心
白
口
・
雙
內
向
黑
魚
尾
、
象
鼻
に
「
南
藥
神
效
」、
魚
尾
閒

に
「
卷
幾　

葉
次
」
を
刻
す
。
每
半
葉
匡
郭
、
縱
一
八
・
五
×
横
一
二
・
五
㎝
、

一
一
行
・
行
二
五
字
、
小
字
雙
行
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 

G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
書
き
入
れ
等
な
し
。
蟲
損
な
く
、

や
や
破
損
。

本
書
は
首
卷
を
含
め
全
一
一
卷
の
醫
學
全
書
で
、
著
者
・
書
名
は
「（
傳
）

慧
靖
原
著　

新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
」
が
適
切
。
當
本
は
存
首
卷
・
卷
一
〜

三
の
一
九
二
二
年
刊
、
柳
文
堂
（
ハ
ノ
イ
福
文
）
藏
版
本
。
そ
の
全
葉
を
一
九
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眞
柳　
　

誠 

三
八

二
〇
年
版
と
比
較
す
る
に
、
完
全
な
別
版
で
、
誤
字
が
增
加
し
て
お
り
、
刻
字

も
劣
る
。
ま
た
一
九
二
〇
年
版
の
刊
記
に
似
せ
、
そ
の
「
福
安
藏
」
も
一
九
二

二
年
版
で
は
「
福
文
藏
」
に
作
る
。
す
る
と
一
九
二
二
年
の
柳
文
堂
（
ハ
ノ
イ

福
文
）
藏
版
本
は
卷
一
內
封
に
「
幸
遇
良
醫
家
有
原
板
得
新
刻
」
と
記
す
こ
と

か
ら
も
、
あ
る
い
は
一
九
二
〇
年
ハ
ノ
イ
福
安
藏
版
本
の
海
賊
版
か
。

R
.1847

�
慧
靖
著　

南
藥
神
效[

一
九
二
二]

�

後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
、
焦
げ
茶
中
手
原
表
紙
で
、
刊
本
と
寫
本
の
二
書

を
合
一
册
。
書
高
二
四
・
五
×
幅
一
四
・
七
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な

し
。第

一
書
は
遊
紙
一
枚
、
扉
に
四
周
雙
邊
で
「
活
法
法
中
皆
活
法
／
南
藥
神
效

／
奇
方
方
內
有
奇
方
」
の
內
封
、
そ
の
裏
に
「
河
內
行
樓
／
啓
定
七
年
（
一
九

二
二
）
九
月
新
刊
／
福
文
藏
板
」
の
刊
記
。
目
錄
の
第
一
葉
を
缺
き
、
第
二
〜

三
葉
に
卷
五
不
痛
科
〜
卷
一
〇
體
外
科
を
載
せ
る
。
首
卷
に
內
題
な
く
、「
藥

品
南
名
氣
味
正
治
歌
括
／
原
草
部　

凡
六
十
二
種
」
と
題
し
、
以
下
本
文
は

五
三
葉
ま
で
全
葉
を
存
す
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
や
や
黃
變
す

る
。
他
の
書
誌
は
上
揭
本R

.169

に
同
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 

G
IA

」（
國
家
圖
書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
書
き
入
れ
あ
り
。

蟲
損
・
破
損
な
し
。

第
二
書
は
寫
本
で
、
外
題
・
內
題
な
し
。
書
頭
か
ら
人
參
・
黨
參
・
玄
參
・

沙
參
・
丹
參
・
黃
耆
・
白
朮
・
茯
苓
・
甘
草
・
當
歸
・
川
芎
・
白
芍
・
赤
芍
・

生
地
・
熟
地
の
順
で
、
各
藥
の
氣
味
と
主
治
を
六
六
歌
の
一
二
字
で
一
行
に
記

す
。
一
部
に
小
字
で
別
名
や
加
工
を
記
す
が
、
す
べ
て
漢
文
。
末
尾
は
預
知

子
・
王
不
流
（
マ
マ
）
行
・
狼
毒
・
藜
蘆
・
草
麻
子
・
蓽
撥
・
百
部
・
京
墨
ま

で
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
書
き
入
れ
あ
り
。
鼠
損
の
み
。

第
一
書
は
一
九
二
二
年
の
ハ
ノ
イ
福
文
藏
版
『
南
藥
神
效
』
の
存
首
卷
。
著

者
・
書
名
は
「（
傳
）
慧
靖
原
著　

新
刊
南
藥
神
效
十
科
應
治
」
が
適
切
。
第

二
書
は
越
籍
の
藥
性
書
で
、
冒
頭
に
參
類
を
配
す
書
は
他
に
未
見
。
ま
た
主
治

を
ベ
ト
ナ
ム
的
な
六
六
歌
と
す
る
が
、
字
喃
は
な
い
。

�
本
草
�

R
.271

�
藥
品
南
名
氣
味
正
治
歌
括
�

寫
本
一
册
一
一
八
葉
、
後
補
ベ
ト
ナ
ム
四
鍼
眼
裝
。
澁
引
き
焦
げ
茶
厚
手
表

紙
、
書
高
二
八
・
五
×
幅
一
六
・
三
㎝
。
帙
な
し
。
外
題
・
背
書
な
し
。
序
・

目
錄
な
し
。
卷
首
に
「
藥
品
南
名
氣
味
正
治
歌
括　

附
製
造
」
と
題
し
、
原
草

部
凡
六
十
二
種
を
貫
衆
・
黃
精
・
柴
胡
の
順
で
記
載
す
る
。
末
尾
の
第
五
七
葉

は
人
部
の
人
糞
・
童
小
便
・
乳
汁
ま
で
で
、
內
題
も
記
載
順
次
も
『
南
藥
神

效
』
の
首
卷
に
同
じ
だ
が
、
末
行
に
「
嶺
南
本
草
上
卷
終
」
と
記
す
。
以
下
は

別
書
の
合
册
で
、
第
五
八
葉
に
「
新
刊
海
上
懶
翁
全
帙
卷
之
十
三
」
と
あ
り
、

以
下
は
黃
柏
・
黃
精
…
白
蘇
・
白
力
・
白
芷
…
赤
花
蛇
…
蕪
荑
ま
で
あ
り
、

「
詩
曰
」
と
し
て
漢
文
・
漢
喃
文
の
歌
訣
を
記
す
。
一
一
〇
葉
の
末
尾
に
「
本

草
下
卷
終
」
お
よ
び
醵
金
の
四
名
を
記
す
。
第
一
一
一
葉
に
「
本
草
拾
遺
」
と

題
す
る
漢
喃
文
藥
性
歌
三
葉
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
南
藥
神
效
』
首
卷
の
末
尾
に

同
。
さ
ら
に
以
上
全
体
は
漢
喃
研
究
所
の
同
名
寫
本V

H
v.

五
二
六
（V

H
c.

二

一
二
八
）
に
同
じ
。
第
一
一
四
葉
に
「
指
南
藥
性
賦
」
と
題
し
、「
欲
惠
生
民
、
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ベ
ト
ナ
ム
國
家
圖
書
館
の
古
醫
籍
書
誌　

補
遺
（
一
） 

三
九

先
尋
聖
藥
、
天
書
分
定
南
邦
、
土
産
有
殊
北
國
」
と
述
べ
て
治
法
ご
と
の
藥
味

を
漢
文
で
列
記
し
、
こ
れ
は
後
揭
のR

.1199

・R
.1895

本
に
ほ
ぼ
同
じ
で
、
慧

靖
『
洪
義
覺
斯
醫
書
』
所
收
の
『
直
解
指
南
藥
性
賦
』
に
基
づ
く
。
跋
・
識
語

な
し
。
料
紙
は
薄
葉
ベ
ト
ナ
ム
楮
紙
で
、
全
體
に
黃
變
す
る
。
無
界
、
無
邊
、

無
魚
尾
、
版
心
に
葉
次
を
記
す
。
每
半
葉
、
八
行
・
行
約
二
〇
字
、
小
字
雙
行
。

一
九
世
紀
の
筆
寫
か
。
四
周
雙
邊
で
「T

H
U

 V
IE

N
 / Q

U
O

C
 G

IA

」（
國
家
圖

書
館
）
の
藏
印
記
。
全
書
に
朱
點
・
朱
引
き
、
書
き
入
れ
あ
り
。
一
部
を
蟲
損
・

破
損
す
る
。

第
一
一
三
葉
ま
で
は
刊
本
『
醫
宗
心
領
』
卷
一
二
・
一
三
（
別
稱
『
嶺
南
本

草
』
上
下
卷
）、
第
一
一
四
葉
以
下
は
『
直
解
指
南
藥
性
賦
』
に
よ
る
本
草
（
南

藥
）
藥
性
の
合
鈔
本
。

R
.2117

�
大
南
藥
神
效
�

所
在
不
詳
。
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